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高病原性鳥インフルエンザ
未発生に向けた取組

令和８年８月28日（金）

広島県農林水産局畜産課

～令和８年度高病原性鳥インフルエンザ防疫セミナー～
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令和７年度は、令和６年度に引き続き、ＨＰＡＩが

２年連続で県内未発生でした。

様々な対策に取り組んでいただき、

本当にありがとうございました。
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本日の内容

１ 取組の振り返り（Ｒ７年度）

２ 発生予防の取組（Ｒ８年度）

３ 構造分析（発生予防）

４ 補足とお願い
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本日の内容

１ 取組の振り返り（Ｒ７年度）

２ 発生予防の取組（Ｒ８年度）

３ 構造分析（発生予防）

４ 補足とお願い
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取組の振り返り（Ｒ７年度）

令和６年度に行った発生予防対策を振り返り、各農場における管理体制の

強化及び当該シーズンの国内発生の疫学分析・情報収集に基

づく対策の強化並びに切れ目ない注意喚起を実施した。

【取組テーマ】
各農場の管理体制の再点検・強化
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取組の振り返り（Ｒ７年度）

１ 当初対策（４月～９月：シーズン前）
（１）農場の管理体制の再点検

・対策研修会及び自己評価の実施による各農場の改善点の
明確化

・各農場の対策の不足部分の強化（人/野生動物/塵埃）
・農場へのウイルスの侵入リスクに応じた衛生管理体制
・年末年始等の休暇を見据えた人員配置

（２）飼養衛生管理基準の遵守徹底
・従業員全員の衛生意識の維持・向上・共有
・繰り返し研修、衛生管理の相互チェック
・野鳥・野生動物対策の実施（餌場の除去、忌避対策）

（３）消毒計画の見直し及び確実な履行（場所、頻度の管理）
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取組の振り返り（Ｒ７年度）

２ 強化対策（10月～３月）
（１）防疫連絡会議による重点取組項目の確認
（２）緊急防疫対策会議による重点取組の強化

・過去発生地域（大臣指定地域）における再発防止対策
の強化

・管理体制の再点検、衛生意識の維持、消毒計画の確実な
履行

（３）国内発生状況に応じた対策の実施

３ 注意喚起（３月～４月）
・渡り鳥の北帰行対応、野生動物誘引防止対策
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令和７年度の発生予防の取組

【上半期】 【下半期】

対策実例
研修会

対策振り返り
（弱点認識）

５月 ７月６月 ８月 ９月 11月～10月

養鶏場の対策強化
（各農場で弱点の解消）

消毒計画作成・見直し・実施

基本行動研修会(７カ国)

防疫連絡
会議

消石灰配布

情報収集
状況分析

先手対策

状況に応じた
体制強化
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令和７年度の発生予防の取組の評価

令和７年度の対策を基本に、各農場において

出来ている部分の継続 と 不足している部分
（人、物、野鳥、塵埃対策）を更に強化する。

自農場の対策の振り返りにより弱点を認識し、対策の不足部

分の強化を図ったこと、及び、農場を含むリアルタイ
ムの現場共有したことが、県内全体の衛生意識の強化に

つながり、本県の発生リスクを低減できたのではないか。

令和８年度は
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施設整備などのハード面の強化に加え、各農場の衛生管理リスクの改善強化などソフ
ト面の衛生対策を充実させ、各農場におけるウイルス侵入防止対策を強化する。

ア 施設整備・点検
・細霧装置等の設置による塵埃対策強化や施設の定期的点検

イ 管理体制の再点検
・対策研修会・基本行動研修会による関係者（新人・配置換え職員・技
能実習生など）の衛生水準の向上

・各農場の衛生対策の課題部分の更なる強化
（人、物、野生動物、塵埃によるウイルス侵入リスクの管理）

・各農場の少人数体制時の飼養衛生管理基準の水準・役割分担の確認
・消毒計画の継続強化 等

発生予防の取組（Ｒ8年度）

【取組テーマ】
各農場の管理体制の更なる強化
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令和８年度の発生予防の取組

【上半期】 【下半期】
５月 ７月６月 ８月 ９月 11月～10月

対策
研修会

農場の管理体制の更なる強化
◆施設整備・点検（塵埃、野生動物等）
◆管理体制の再点検

消毒計画の更新・実行

基本行動研修会(８カ国)

防疫連絡
会議

消石灰配布

Ｒ
７
対
策
の
振
り
返
り
・

全
国
の
発
生
状
況
分
析

セミナー
開催

情報収集
状況分析

先手対策

状況に応じた
体制強化
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本日の内容

１ 取組の振り返り（Ｒ７年度）

２ Ｒ８年度の発生予防の取組

３ 構造分析（発生予防）

４ 補足とお願い
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構造分析（発生予防）

リスクの最小化により、未発生を目指す！！

農場で出来る！

農場だけでは困難

未発生とは・・・ 運？ 偶然？
どうしたら達成？ どう説明できるだろう？

発生 ＝

内部要因リスク（農場への侵入）

外部要因リスク（県内への侵入）

×
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構造分析（発生予防）

・衛生対策の理屈を知り、理解し、説明できる
・農場従業員等に対し、的確な指示、教育できる

農場管理者等の教育により衛生対策の理屈を知
り、日常的に、実施できる

・物理的遮蔽物等によるウイルス等病原体の侵⼊
が防止されている
・農場にかかわる⼈が設置されている理由を理解
し、使用している
・故障等のトラブル対応が決まっている

畜産経営体毎で、衛生管理のルールが決められて
おり、明文化され、運用し、振り返りとアップデート
が⾏われている

野生動物が集まる場や隠れ
る場所を減す、なくす

発生
予防

内部要因
農場への
侵⼊抑制

外部要因
県内への
侵⼊抑制

しくみ

⼈

ハード対策

ソフト対策

経営者

農場管理者・責任者

農場従業員（外国
⼈雇用含む）

鶏舎責任者・担当

環境
ため池対策

生活環境の
区分

地域全体で取組が⾏われて
いる

しくみ
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構造分析（発生予防）

【めざす状態】
○環境中のウイ
ルス等病原体を
減らす取り組みを
⾏っており

○畜産経営体に
おいて
①ウイルス等病
原体の侵⼊が防
止されており
②ウイルス等病
原体の感染経路
が遮断されており
③飼養している
家畜が健康に飼
育されている状態

項 目 要因分解 目指す姿 行動計画 行動（畜産経営体）

環境

【めざす状態】
農場周辺の水場・川を
物理的になくし、野生動
物の集まる場を減らす

畜産経営体周辺
の野生動物等を減
少させる取組

ため池の縮小・削減（ﾃｸﾞｽ張り・水抜き）外部要因
県内への
侵⼊抑制

農場敷地外の管理（除草・掃除・⽚付け）

⾥⼭管理（⼈と野生動物の生活区分）

野生動物との接触防止

内部要因
農場への
侵⼊抑制

【めざす状態】
経営者及び勤務されて
いる⼈が全て衛生管理
を理解し、対応ができて
いる（それ以外の⼈は
農場ルールに従って対応
している）

【めざす状態】
畜舎内にウイルス等原
体が侵⼊しない仕組み
ができており、それが継
続的に実施されている

経営者

農場管理者・責任者

農場従業員（外国
⼈雇用含む）

・衛生対策の理屈を知り、
理解し、説明できる
・農場従業員等に対し、的
確な指示、教育できる

畜産経営体の組
織構造に応じた重
層的な研修、資料
作成、意識づけな
どの取組農場管理者等の教育によ

り衛生対策の理屈を知り、
日常的に、実施できる

・物理的遮蔽物等によるウ
イルス等病原体の侵⼊が
防止されている
・農場にかかわる⼈が設置
されている理由を理解し、
使用している
・故障等のトラブル対応が
決まっている（運用ルール
が設定済）

畜産経営体の飼
養規模や施設構
造に合わせた施設
整備

⼈

しくみ

経営体毎の教育方針、教育体制整備

⾏動規範のマニュアル化、運用、⾒直し

作業規範のマニュアル化、運用、⾒直し

飼養衛生管理基準の理解醸成実施

消毒計画作成、運用、⾒直し

共同利用施設等（堆肥舎や機械）の利用
マニュアル作成、運用、⾒直し

閑散期の⾏動及び作業マニュアル作成

細霧装置設置等の導⼊検討、導⼊実施

畜舎（壁・天井）の点検、修繕

害虫、害獣の定期的駆除

野生動物の侵⼊防止柵の設置、点検、修繕

鶏舎責任者・担当リスクの
最小化に
より未発
生を目指
す

衛生管理に基づい
た運用基準の設
定

ハード対策

ソフト対策 畜産経営体毎で、衛生管
理のルールが決められており、
明文化され、運用し、振り
返りとアップデートが⾏われ
ている

しくみ
野生動物が集まる場や隠
れる場所を減す、なくす

地域全体で取組が⾏われ
ている

ため池対策

生活環境の区分

※新たな知見に応じ随時更新
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本日の内容

１ 取組の振り返り（Ｒ７年度）

２ Ｒ８年度の発生予防の取組

３ 構造分析（発生予防）

４ 補足とお願い
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補足－異常鶏の通報状況（広島県）

【原 因】インフルエンザ、獣害、暑熱、他疾病など

【通報理由】死亡羽数の増加、通常とは異なる死亡状況、産卵率の低下など

○ 通報ありがとうございます！！
○ 少しでも通常と違う状況があったら、夏でもためらわず連絡し

てください。
○ 通報の積み重ねが早期発見につながると考えています。
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お願い

●シーズンまで（９月末）に、農場の管理体制の再点検を

（自農場のリスクを把握し、作業・対策の優先順位をつける）

農場へのウイルスの侵入リスクレベル（国内発生/隣接県での発

生など）に応じた衛生管理体制や年末年始等の休暇時期を見

据えた人員配置が整理されていますか？

飼養衛生管理基準の水準の時点確認
従業員一人一人への共有
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これからも
関係者一丸となって、
広島県の養鶏財産を
守りぬくために !

県は、生産者の皆様が、自農場の対策を分析し、

実行する取組を支援します。

広く情報収集とリアルタイムの現場共有によ

る発生リスクの最小化に取り組んでまいります。

最後に・・・


